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	応用
	抗原情報
	背景
	翻訳開始は、キャップ構造を特異的に認識する真核生物翻訳開始因子4F（eIF4F）によって媒介されます。eIF4Fは、eIF4A、eIF4E、eIF4Gの3つのサブユニットからなるキャップ結合タンパク質複合体です。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、eIF4AおよびeIF3の結合部位を含むeIF4GのC末端領域と相同性があります。また、eIF4GはN末端にeIF4Eの結合部位を含んでいます。キャップ依存的および非依存的な翻訳をサポートするeIF4Gとは異なり、この遺伝子産物は、翻訳的に不活性な複合体を形成することで、翻訳の一般的なリプレッサーとして機能します。in vitroおよびin vivo研究では、このmRNAの翻訳は非AUG（GUG）コドンでのみ開始されることが示されています。この遺伝子の異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが報告されています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：有糸分裂、アポトーシス、およびウイルス感染におけるキャップ依存性翻訳からIRES依存性翻訳への切り替えに関与すると考えられる。一部のカスパーゼおよびウイルスプロテアーゼによって切断される。,その他：この遺伝子は、APOBEC1トランスジェニック動物モデルの肝臓において広範囲に編集されていることが示されている。この異常な編集は、APOBEC1の過剰発現によって誘発される強力な癌形成に寄与する可能性がある。NAT1と呼ばれる異常な編集配列は、基本的な翻訳抑制因子であると考えられる。,PTM：リン酸化;有糸分裂中に過剰リン酸化される。,類似性：eIF4Gファミリーに属する。,類似性：1つのMIドメインを含む。,類似性：1つのMIF4Gドメインを含む。,類似性：1つのW2ドメインを含む。,サブユニット：セリン／スレオニンプロテインキナーゼMKNK1およびMKNK2と相互作用する。EIF4AおよびEIF3に結合し、MIF4GDと相互作用する。,組織特異性：調査したすべての成体組織で普遍的に発現しており、骨格筋と心臓で高いレベルを示す。胎児の脳、肺、肝臓、腎臓でも発現する。,
	研究分野
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	画像データ
	

	EIF4G2抗体を用いたA549細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	DAP-5ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析
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